
北部汚泥資源化センター
汚泥消化タンクの耐震補強
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２．案内図
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北部第二水再生センター

鶴見曹達㈱

資源循環局鶴見工場

北部汚泥資源化センター全景

北部汚泥北部汚泥資源化資源化センターセンター

分離液処理施設（建設中）

汚泥消化タンク汚泥消化タンク

３．航空写真



汚泥の集約処理（送泥ルート）汚泥の集約処理（送泥ルート）

４．本市の汚泥処理の概要

北部汚泥資源化センター

南部汚泥資源化センター

北部方面５水再生センター
からの汚泥を集約

↓
受泥量：約8,000m3/日

（25mプール約27杯分）



５．汚泥消化タンクの機能の概要
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下水 東京湾

汚泥

焼却灰

最初沈殿池最初沈殿池

反応タンク反応タンク

最終沈殿池最終沈殿池

受泥受泥 濃縮濃縮 消化消化 脱水脱水 焼却焼却

汚泥を約３０日間滞留させ、汚泥汚泥を約３０日間滞留させ、汚泥
中の有機分の約５０％をガス化。中の有機分の約５０％をガス化。

消化ガス発電設備消化ガス発電設備

消化ガスを利用した発電で、センター内消化ガスを利用した発電で、センター内
の消費電力の約８割を賄っている。の消費電力の約８割を賄っている。
（標準家庭約７，０００世帯の消費電力）（標準家庭約７，０００世帯の消費電力）

（固液分離）

地球温暖化防止地球温暖化防止

改良土プラント改良土プラント

改良土やセメント原料として
１００％有効利用



６．汚泥消化タンクの施設概要

断面図

リング基礎の
杭配置図

PHC杭 ９６本
約２５～３０ｍ

容量容量 ：： 6,800m6,800m33//槽槽××1212槽槽

約２５約２５mm

約２２約２２mm

建設年度 ：昭和５８～６１年度

平成７年兵庫県南部地震より
前の旧基準で設計されている。

本体構造物との結合部本体構造物との結合部
付近の基礎杭について、付近の基礎杭について、
耐震性能が不足。耐震性能が不足。



消化タンク消化タンク
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７．汚泥消化タンクの耐震補強の必要性

大規模地震時大規模地震時にもライフラインの機能を確保するため、汚泥消化タにもライフラインの機能を確保するため、汚泥消化タ
ンクの耐震化が必要。ンクの耐震化が必要。

脱水しきれない脱水しきれない

濃縮汚泥濃縮汚泥
焼却しきれない焼却しきれない

脱水汚泥脱水汚泥

有機分・水分を多量に含む、不有機分・水分を多量に含む、不
衛生な産業廃棄物が大量に発生衛生な産業廃棄物が大量に発生

・ 汚泥消化タンクが被災すると・・・

２００万人の衛生的な２００万人の衛生的な
市民生活に影響市民生活に影響

安全に処理・処分することが困難安全に処理・処分することが困難

水再生センターで水再生センターで
汚泥の引抜が困難汚泥の引抜が困難



0.80.8ｍｍ

3.43.4ｍｍ

①基礎杭の補強

鋼板の巻き立て

②底版の補強

補強底版築造工

８．汚泥消化タンクの耐震補強方法

無収縮モル
タル詰め
45N/mm2

補強工法の概要

補強範囲

杭のモーメント分布と補強範囲

補強鋼板
t=6mm

ＰＨＣ杭

杭頭固定杭頭固定 杭頭ヒンジ杭頭ヒンジ

③地盤の強化

流動化処理土の埋戻し



① ②

③④

９．施工手順（１）

・鋼矢板を地中に打ち込み、地下水の影響を排除して、掘削を実施。・鋼矢板を地中に打ち込み、地下水の影響を排除して、掘削を実施。
・施工中の安全性を確保するため、４分の１の範囲ずつ掘削、基礎杭補強、埋戻し・施工中の安全性を確保するため、４分の１の範囲ずつ掘削、基礎杭補強、埋戻し
を繰り返す。を繰り返す。



（１）掘削及び切梁支保 （２）鋼板巻き立て （３）流動化処理土に
（下段） よる埋戻し（下段）

（４）鋼板巻き立て
（上段）

（４分割した各工区の施工手順）（４分割した各工区の施工手順）９．施工手順（２）

掘削完了掘削完了 鋼板巻き立て（下段）鋼板巻き立て（下段）



（５）打ち増し底版 （７）打ち増し底版コン
の配筋

（６）流動化処理土に
よる埋戻し（上段） クリートの打設

（４分割した各工区の施工手順）（４分割した各工区の施工手順）９．施工手順（２）
（８）発生土埋戻し

補強鋼板溶接状況補強鋼板溶接状況 打ち増し底版配筋状況打ち増し底版配筋状況


